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常任委員会 視察報告

総
務
委
員
会　
4
月
24
日
〜
26
日

文
教
民
生
委
員
会　
５
月
16
日
～
18
日

建
設
経
済
委
員
会　
５
月
17
日
～
19
日

救急救命九州研修所（福岡県北九州市）

自動車文庫。市内55か所を月1
回巡回（北海道旭川市）

救
急
救
命
士
の
養
成
に
向

け
た
取
組
み

（
救
急
救
命
九
州
研
修
所
）

　
「
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ

ア
」
と
い
う
急
病
人
の
病

院
搬
送
ま
で
の
応
急
手
当

の
充
実
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
研
修
所
に
お
い
て
、

人
体
模
型
を
使
用
し
た
高

度
な
救
護
処
置
を
施
す
処

置
拡
大
研
修
等
を
視
察
し

た
。
救
命
士
の
迅
速
な
動

作
か
ら
は
一
刻
を
争
う
緊

張
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

研
修
所
に
は
、
福
岡
大

学
、
久
留
米
大
学
な
ど
か

ら
専
任
教
授
（
医
師
）
が

派
遣
さ
れ
全
国
の
救
命
士

の
養
成
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
病

院
と
救
急
現
場
の
連
携
強

化
で
一
層
の
救
命
率
向
上

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

振
興

（
北
海
道
千
歳
市
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
各

教
室
へ
の
電
子
黒
板
の
設

置
な
ど
充
実
し
た
機
器
等

の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
教
員
の
知
識
や
技

能
の
習
得
の
た
め
の
研
修

が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い

た
。
本
市
も
、
魅
力
の
あ

る
授
業
の
展
開
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
を
推
進

し
た
い
。

旭
川
市
中
央
図
書
館
の
運

営（
北
海
道
旭
川
市
）

　

開
館
時
間
の
9
時
30
分

へ
の
繰
り
上
げ
や
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
、

本
市
の
図
書
館
と
の
違
い

を
感
じ
た
。
特
に
自
動
車

文
庫
で
は
、
2
台
の
車
両

を
使
い
、
地
域
を
回
り
本

の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。
本
市
も
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書

館
と
な
る
よ
う
に
議
論
を

深
め
て
い
き
た
い
。

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
神
楽
・

神
楽
保
育
所
複
合
施
設

（
北
海
道
旭
川
市
）

　

高
齢
者
福
祉
施
設
と
保

育
所
の
複
合
施
設
で
あ
り
、

野
菜
の
植
え
付
け
、
収
穫
、

本
の
読
み
聞
か
せ
等
の
世

代
間
交
流
を
推
進
し
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
縦
割
り

行
政
で
は
考
え
ら
れ
な
い

複
合
施
設
で
あ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
考
慮
す
べ
き

事
例
だ
と
感
じ
た
。

旭
山
動
物
園
運
営
に
お
け

る
教
育
連
携

（
北
海
道
旭
川
市
）

　

園
内
の
ガ
イ
ド
や
体
験

学
習
の
ほ
か
、
職
員
が
学

校
に
出
向
く
出
張
授
業
も

行
っ
て
い
る
。
動
物
園
を

一
つ
の
教
材
と
し
た
命
の

教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
と

の
教
育
連
携
の
取
組
み
に

感
銘
を
受
け
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
み

（
福
島
県
福
島
市
）

　

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
野
で
小
河
川
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
、
さ
ら

に
温
泉
に
よ
る
蒸
気
と
熱

水
を
利
用
し
た
発
電
を
視

察
し
た
。
同
じ
河
川
水
系

で
の
発
電
で
、
下
流
に
広

が
る
旅
館
街
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ま
か
な
お
う
と
い
う

「
福
島
で
こ
そ
」
の
意
欲

と
必
然
性
を
感
じ
た
。

宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド

（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

　

宇
都
宮
市
は
栃
木
県
の

県
都
で
あ
る
。「
住
め
ば

愉
快
だ　

宇
都
宮
」
を
ブ

ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ス

コ
ッ
ト
の
活
用
、
東
京
圏

へ
の
情
報
発
信
な
ど
と
、

を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向

け
た
取
組
み

（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）

　

豊
後
高
田
市
は
「
住
み

た
い
田
舎
」
に
5
年
連
続

で
ベ
ス
ト
3
に
選
ば
れ
た

ま
ち
で
、
子
育
て
支
援
、

空
き
家
バ
ン
ク
、
新
婚
生

活
応
援
な
ど
多
く
の
移
住

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
さ

れ
、
昨
年
度
は
1
4
2
世

帯（
3
0
7
人
）の
移
住
実

績
を
上
げ
て
い
る
。

（
福
岡
県
糸
島
市
）

　

糸
島
市
で
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
「
子

育
て
期
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
、
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
奨
励
金
制
度
、
銀
行

と
の
連
携
な
ど
多
く
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
目
を
引
い

た
。
さ
ら
に
九
州
大
学
伊

都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
に

よ
る
環
境
の
優
位
性
を
利

用
し
た
誘
引
施
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
本

市
と
し
て
参
考
に
す
べ
き

内
容
が
多
く
あ
っ
た
。

土湯温泉16号源泉バイナリー発
電所（福島県福島市）

地
方
の
都
市
が
県
都
で
あ

っ
て
も
、
過
疎
化
・
人
口

減
対
策
と
し
て
知
恵
を
絞

っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
た
。

移
住
定
住

（
栃
木
県
栃
木
市
）

　

宝
島
社
の
「
2
0
1
7

年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
中
の

若
者
世
代
・
子
育
て
世
代

の
両
部
門
で
全
国
1
位
と

評
価
さ
れ
た
街
。「
突
出
し

て
悪
い
こ
と
も
良
い
こ
と

も
な
い
、平
均
点
が
評
価

さ
れ
た
。」と
担
当
者
は
分

析
し
て
い
る
。往
々
に
し

て
抜
き
ん
出
た
事
業
や
取

組
み
が
評
価
さ
れ
や
す
い

が
、
平
均
的
な
取
組
み
が
、

結
果
と
し
て
、そ
こ
に
住

む
住
民
の
幸
せ
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
痛
感
し
た
。

　

さ
ら
に
、
デ
パ
ー
ト
を

1
階
に
展
開
し
、
そ
の
ビ

ル
の
2
階
以
上
を
市
庁
舎

と
し
て
い
る
こ
と
に
は
驚

い
た
が
、
市
民
の
利
便
性

か
ら
も
好
評
だ
と
の
こ
と
。

市
庁
舎
と
他
の
利
用
と
の

併
用
の
一
つ
の
事
例
だ
と

い
え
る
。
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特別委員会 視察報告

交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
〜
19
日

防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
〜
19
日

し
た
。
本
市
も
今
年
初
め

て
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
す
る
予
定
で
あ
り
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

　

一
般
質
問
欄
に
各
議
員

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、

質
問
時
の
録
画
映
像
（
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
）を
手
軽
に
視

聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
の
は
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

両
市
と
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
身
近
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
紙
に
し
よ

う
と
努
力
さ
れ
て
い
る
。

本
市
も
今
回
の
視
察
を
参

考
に
、
よ
り
よ
い
「
議
会

だ
よ
り
」
発
行
に
努
力
し

た
い
。

用
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　

運
賃
差
異
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
て

い
る
。　
　

　

利
用
促
進
策
は
、
広
報

紙
へ
の
年
一
回
無
料
乗
車

券
の
掲
載
や
、
一
部
「
フ

リ
ー
降
車
区
間
」
を
設
定

し
て
い
る
。

　

課
題
は
、
地
域
の
要
望

に
応
じ
た
バ
ス
停
が
多
く
、

所
用
時
間
が
長
く
、
利
便

性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

2
市
と
も
、
地
域
状
況

に
応
じ
た
公
共
交
通
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
効
率
的

に
進
め
て
い
る
。
本
市
も

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
形

成
が
望
ま
れ
る
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会　
7
月
18
日
～
19
日

議
会
B
C
P
（
業
務
継
続

計
画
）
策
定

（
滋
賀
県
大
津
市
）

　

二
元
代
表
制
の
趣
旨
に

の
っ
と
り
、
議
決
機
関
と

し
て
の
非
常
時
の
機
能
維

持
に
資
す
る
次
の
事
を
目

的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。

①
大
津
市
で
は
発
災
時
に

市
対
策
本
部
は
設
置
さ
れ

る
が
、
議
会
側
が
本
部
に

参
画
し
て
い
な
い
こ
と
、

②
通
年
議
会
と
し
、
専
決

を
さ
せ
な
い
と
い
う
思
い

を
も
っ
て
、
被
災
直
後
で

あ
っ
て
も
議
会
開
会
が
で

き
る
状
況
を
維
持
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

大
津
市
議
会
の
独
自
性

地
域
公
共
交
通
の
取
組
み

（
兵
庫
県
宍
粟
市
）

　

県
内
2
番
目
の
広
い
面

積
で
交
通
空
白
地
を
な
く

し
、
市
内
一
律
2
0
0
円

で
移
動
で
き
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
か
ら
路
線

バ
ス
に
平
成
27
年
11
月
再

編
（
県
内
初
）
し
た
。　

　

さ
ら
な
る
利
用
促
進
策

の
取
組
み
と
し
て
、
幼
稚

園
等
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
。
観
光
業
者
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
1
日
乗
車
券

の
発
売
等
。

  

ま
た
、
次
の
世
代
に
バ

ス
を
残
す
取
組
み
と
し
て
、

バ
ス
に
乗
る
習
慣（
文
化
）

づ
く
り
が
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
和
歌
山
県
紀
の
川
市
）

　

市
内
を
運
行
す
る
公
共

交
通
は
、路
線
バ
ス
、コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
、地
域
巡
回

バ
ス
、デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
る
。

　

2
市
共
同
運
行
路
線
は
、

生
活
圏
を
形
成
し
て
お
り
、

買
い
物
、
通
院
、
通
学
利

議
会
だ
よ
り
の
編
集

（
和
歌
山
県
海
南
市
）

　

横
書
き
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
る
こ
と
や
、
文
字

の
大
き
さ
や
空
間
を
入
れ

る
な
ど
工
夫
し
た
紙
面
に

な
っ
て
お
り
、
見
や
す
く

明
る
い
広
報
紙
に
な
っ
て

い
る
。
表
紙
写
真
は
、
子

ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
、
毎

号
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
的

な
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

広
報
委
員
会
を
平
成
28

年
よ
り
常
任
委
員
会
化
し
、

市
民
に
と
っ
て
読
み
や
す

い
も
の
に
し
よ
う
と
毎
回

進
歩
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。

　

本
市
の「
議
会
だ
よ
り
」

に
つ
い
て
は
、
文
字
数
が

多
く
、
市
民
の
方
に
は
読

み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か

と
の
感
想
も
い
た
だ
い
た
。

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
和
歌
山
県
橋
本
市
）

　

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受

け
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
勉
強
し

た
い
と
の
思
い
で
視
察
を

熱心に意見交換をする委員（和歌山県海南市）

紀の川ぷるぷる娘の歓迎を受けて（和歌
山県紀の川市）

を
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、

本
市
議
会
の
あ
り
方
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

防
災
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

（
京
都
府
南
丹
市
）

　

4
町
の
合
併
で
で
き
た

市
で
、
う
ち
1
町
で
防
災

ア
ナ
ロ
グ
無
線
が
整
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
、

新
市
全
域
で
の
デ
ジ
タ
ル

防
災
無
線
の
整
備
を
手
掛

け
ら
れ
た
。
市
域
面
積
は

6
0
0
㎢
強
、
世
帯
数
は

本
市
の
3
分
の
1
ほ
ど
。

整
備
予
算
は
17
億
5
千
万

と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
市

規
模
で
単
純
に
算
定
す
る

と
、
莫
大
な
額
と
な
る
。

本
市
の
防
災
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
の
所
見
30
億
円

を
考
え
る
と
、
い
た

し
か
た
な
い
額
で
あ

る
。

　

本
市
担
当
部
署
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

内
容
を
検
討
中
で
あ

る
が
、
費
用
と
機
能

を
天
秤
に
か
け
る
こ

と
と
な
り
、
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
改
め

て
感
じ
た
。

大津市議会ではＢＣＰ（業務継続計画）を平成26
年３月に策定（滋賀県大津市）


